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特別損失の計上および業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成 22 年 3 月期第３四半期決算において、下記のとおり特別損失を計上いたしましたので

お知らせいたします。 

 また、当該の特別損失計上に伴い、平成 21 年 11 月 11 日に公表した平成 22 年 3 月期（平成 21 年 4

月 1日～平成 22 年 3月 31 日）の通期連結業績予想の修正についてお知らせいたします。 

 

記 
１．特別損失の計上 

（１）減損損失（連結） 

  連結子会社の青森昭和電線株式会社が使用する固定資産のうち収益性の低下が見込まれる電線

製造設備等について現在の事業環境および今後の見通しを勘案した結果、減損損失 2億 74 百万

円を計上いたしました。 

 

（２）課 徴 金（連結） 

   連結子会社の株式会社エクシムが平成 22 年 1 月 27 日付けで公正取引委員会より課徴金納付命

令を受けたことから、課徴金の額 2億 51 百万円を特別損失に計上いたしました。 

 
２．業績予想の修正 
（１）平成 22 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 21年 4 月 1日～平成 22 年 3月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 133,000 600 △ 1,600 △ 1,700 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 138,000 600 △ 1,600 △ 2,200 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 5,000 0 0 △ 500 

増 減 率            （％） 3.8 0.0 0.0 ― 

（ご参考）前期実績（平成21年3月期） 184,898 △ 2,556 △ 4,574 △ 8,522 

 

（２）修正の理由 

平成 22 年 3月期第３四半期決算において、減損損失および課徴金を特別損失に計上したことか

ら、通期連結業績予想につきましては、当期純利益が前回予想を下回る見込みとなりました。 
 

以 上 


